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わ
が
国
で
は
、少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
本
格
的
な

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、こ
れ
ま
で
の
社
会
経
済
の
あ
り
方
の
抜

本
的
な
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、地
方
分
権
の
進
展

に
よ
っ
て
、地
方
に
は
、地
域
の
個
性
や
特
性
を
生
か
し
、自
ら
の

判
断
と
責
任
に
お
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、今
後
、さ
ら
な
る
政
策
形
成
力
の
向
上
が
不

可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
構
想

に
資
す
る
調
査
研
究
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、職
員
の
政
策
形
成

能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、2
0
1
2
年（
平
成
2
4

年
）1
0
月
に「
熊
本
市
都
市
政
策
研
究
所
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
3
年（
平
成
2
5
年
）4
月
か
ら
は
所
長
以
下
職
員
9
名
を

配
置
し
、研
究
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

研
究
所
設
置
の
経
緯

Th
e 

ci
rc

um
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nc
es

 o
f i

ns
ta

lla
tio

n

電
車 車

熊
本Ｉ
Ｃ
か
ら
約
2
0
分

市
電「
熊
本
城・
市
役
所
前
電
停
」下
車
徒
歩
１
分

（
JR
熊
本
駅
か
ら
約
1
0
分
）
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織
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所
長
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バ
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平
成
2
4
年
1
0
月
1
日
に
誕
生
し
た
こ
の
研
究
所
は
、熊
本
市
の
政
令
市

移
行
後
の
様
々
な
課
題
に
対
処
し
、種
々
期
待
に
応
え
て
い
ま
す
。市
の
組

織
上
は
内
部
型
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、特
定
の
部

局
に
は
属
せ
ず
市
長
直
属
の
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。研
究

所
は
、市
役
所
本
庁
舎
の
1
3
階
に
あ
り
、市
職
員
及
び
外
部
か
ら
の
招
聘
研

究
員
の
総
勢
9
人
が
現
在
の
陣
容
で
す
。

 
こ
れ
ま
で
に
、6
テ
ー
マ
の
研
究
に
取
り
掛
か
り
、そ
の
成
果
に
は
、熊
本
市

の
都
市
成
長
の
様
子
を
一
目
で
確
認
で
き
る
も
の
、個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
寄
与
し
得
る
城
下
町
の
遺
構
空
間
の
知
見
、熊
本
の
産
業
支
援
に
つ
な
が

る
地
場
産
業
特
性
分
析
な
ど
が
含
ま
れ
、平
成
2
5
年
度
に
お
い
て
取
り
組
ん

だ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
究
の
成
果
も
や
が
て
ま
と
ま
り
を
見
せ
る
予
定
で
す
。

ま
た
講
演
会
の
定
期
的
開
催
で
、市
職
員
に
研
修
の
機
会
を
多
く
提
供
で
き

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。た
だ
聴
く
だ
け
の
講
演
会
で
な
く
、事
前
勉
強
や
事

後
の
学
習
会
も
始
ま
り
新
し
い
取
り
組
み
が
芽
生
え
て
き
て
い
ま
す
。さ
ら
に

情
報
の
発
信
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ
、ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
、そ
し
て
講
演
録
の
発

行
、さ
ら
に
年
報
と
多
様
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

 
今
後
は
、都
市
の
本
質
に
関
わ
る
研
究
、都
市
の
生
活
関
連
研
究
、都
市
の

産
業
研
究
の
、３
分
野
の
調
査
研
究
を
加
速
さ
せ
ま
す
。そ
れ
に
よ
り「
九
州

の
真
ん
中・
熊
本
の
魅
力
磨
き
上
げ
政
策
」、「
暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
政
策
」、

「
活
力
あ
る
経
済・
熊
本
産
業
の
支
援
政
策
」に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

熊
本
都
市
圏
、熊
本
県
下
、九
州
、全
国
か
ら
も
必
要
な
研
究
所
と
な
る
よ
う

前
進
し
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

所
長
挨
拶

H
ea

d 
gr

ee
tin

g

様
々
な
都
市
問
題
を
テ
ー
マ
に
各
界
の
著
名
な
講
師
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施

し
、職
員
自
ら
調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
政
策
形
成
能
力
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

●
講
演
会
の
開
催

市
職
員
を
は
じ
め
、他
自
治
体
職
員
や
市
民・
企
業
関
係
者
等

を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催（
年
５
回
）。

●
職
員
研
修
会
等
の
開
催

講
演
会
等
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
内
容
で
勉
強
会
や
研
修
会
を

実
施
。

●
庁
内
登
録
研
究
員
制
度
の
運
営

研
究
所
と
庁
内
登
録
研
究
員
と
の
情
報
共
有
化
、調
査
研
究
支

援
等
を
進
め
政
策
形
成
能
力
の
向
上
を
図
る
。

第
１
回
　「
熊
本
市
都
市
政
策
研
究
所
に
期
待
す
る
こ
と
～
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
～
」

　
　
　
　
一
般
財
団
法
人
計
量
計
画
研
究
所
  代
表
理
事
　
黒
川
　
洸
 氏

第
２
回
　「
環
境
未
来
都
市
 く
ま
も
と
の
都
市
計
画
ビ
ジ
ョ
ン
と
課
題
」

　
　
　
　
熊
本
大
学
理
事・
副
学
長
　
両
角
　
光
男
 氏

第
３
回
　「
日
本
農
業
の
活
路
を
探
る
」

　
　
　
　
名
古
屋
大
学
農
学
部
教
授
　
生
源
寺
　
眞
一
 氏

第
４
回
　「
都
市
づ
く
り
と
流
域
環
境
思
考
」

　
　
　
　
東
京
都
市
大
学
教
授
　
涌
井
　
雅
之
 氏

第
５
回
　「
地
域
経
済
の
再
生
と
構
造
変
化
」

　
　
　
　
慶
應
義
塾
常
任
理
事
　
清
水
　
雅
彦
 氏

第
６
回
　「
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
～
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
知
ろ
う
～
」

　
　
　
　
熊
本
県
立
大
学
教
授
　
明
石
　
照
久
 氏

人
材
育
成

Pe
rs

on
ne

l t
ra

in
in

g

熊
本
市
域
の
地
域
認
識
、歴
史
認
識
の
共
有
化
に
資
す
る
研
究
を

進
め
る
と
と
も
に
、熊
本
都
市
圏
の
様
々
な
都
市
問
題
や
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、政
令
指
定
都
市・
熊
本
の
中
長
期
的

な
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
調
査
研
究
活
動
を
行
い
ま
す
。

調
査・
政
策
研
究

In
ve

sti
ga

tio
n 

an
d 

po
lic

y 
re

se
ar

ch

調
査
研
究
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
は
じ
め
、都
市
政
策
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
収
集・
蓄
積
し
、積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

●
研
究
所
年
報「
熊
本
都
市
政
策
」の
発
行（
年
１
回
）

　
研
究
所
主
催
の
講
演
会
の
講
演
録
や
研
究
成
果
等
を
掲
載
。

●
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー「
ＩＰ
Ｒ
Ｋ
」の
発
行（
年
４
回
）

　
研
究
所
に
お
け
る
活
動
や
研
究
コ
ラ
ム
等
を
掲
載
。

●
ニ
ュ
ー
ズ
メ
ー
ル
の
配
信

　
講
演
会
情
報
な
ど
、様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
。

●
そ
の
他
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
情
報
発
信

情
報
収
集・
発
信

In
fo

rm
at

io
n 

ga
th

er
in

g 
an

d 
di

sp
at

ch

熊
本
市
都
市
政
策
研
究
所
長
　
農
学
博
士

蓑
茂
 壽
太
郎

こ
れ
ま
で
の
講
演
会
内
容

九
州
の
真
ん
中・
熊
本
の
魅
力
磨
き
上
げ
政
策
に
関
す
る
研
究

都
市
政
策
研
究

の
対
象

都
市
の
本
質
に
関
す
る
研
究

暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
政
策
に

資
す
る
研
究

都
市
の
生
活
に
関
す
る
研
究

活
力
あ
る
経
済・
熊
本
産
業

支
援
政
策
研
究

都
市
の
産
業
に
関
す
る
研
究
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前
回
の
創
刊
号
で
は
、
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
の
『
熊
本
市

都
市
計
画
総
覧
』
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
少
し
時
代
を
さ

か
の
ぼ
り
、
大
正
1
4
年
（
1
9
2
5
）
の
『
熊
本
市
三
大
事
業
記

念
共
進
会
案
内
地
図
』
に
付
さ
れ
た
『
熊
本
市
街
地
図
』
を
取

り
上
げ
、
共
進
会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
大
正
1
4
年
に
熊
本
市
は
、「
熊
本
市
三
大
事
業
記
念
国
産

共
進
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
上
水
道
事
業
の
整
備
、
市
電

開
通
、
歩
兵
第
2
3
連
隊
の
移
転
の
完
了
、
こ
れ
ら
三
大
事

業
が
成
就
し
た
こ
と
を
記
念
に
熊
本
市
が
実
施
し
た
も
の
で

す
。
三
大
事
業
は
、
熊
本
市
が
近
代
都
市
に
な
り
得
る
た
め

の
必
須
事
項
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
コ
レ
ラ
等
の
伝
染
病
が
流
行
し
た

こ
と
や
市
街
地
に
人
家
が
密
集
し
て
い
た
こ
と
か
ら
明
治
4
3

年
に
辛
島
市
政
が
「
衛
生
上
防
火
上
」
必
要
だ
と
し
て
取
り
組

ん
だ
も
の
で
す
。
1
4
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
ま
し
た
。
市

電
は
、
熊
本
市
会
で
電
車
敷
設
の
議
論
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
、

5
年
の
歳
月
を
経
て
い
ま
し
た
。
最
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ

た
の
が
第
2
3
連
隊
の
移
転
問
題
で
す
。
市
の
最
中
央
部
を
占

め
て
い
た
第
2
3
連
隊
は
、「
本
市
商
工
業
の
発
展
を
阻
む
」

と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
の
市
長
高
橋
守
雄
が
陸
軍
省
や
大

蔵
省
な
ど
関
係
機
関
と
交
渉
を
重
ね
た
上
、
渡
鹿
へ
の
移
転

を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
共
進
会
で
は
、
上
記
の
三
大
事
業
の
完
成
を
祝
す
と

と
も
に
、
熊
本
市
の
現
況
の
紹
介
と
産
業
の
発
展
を
目
的
と

し
て
、
大
正
1
4
年
3
月
2
0
日
～
同
年
5
月
3
日
の
4
5
日
間

に
わ
た
り
、
第
2
3
連
隊
跡
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
が

主
催
す
る
博
覧
会
に
対
し
共
進
会
は
地
方
が
主
催
す
る
も
の

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
共
進
会
は
、
出
品
点
数
が

約
1
0
万
3
千
、
出
品
人
員
は
1
万
2
千
と
い
う
大
規
模
な
も

の
で
し
た
。
各
地
方
の
物
産
や
技
術
が
一
堂
に
会
す
る
共
進

会
で
は
、
物
品
の
優
劣
を
競
い
、
市
民
は
そ
れ
を
観
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
各
地
の
物
や
人
々
が
交
流
す

る
場
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
熊
本
市
民
に
と
っ
て
は
、
熊
本

に
居
な
が
ら
に
し
て
全
国
の
優
れ
た
技
術
を
体
験
で
き
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
観
光
的
な
要
素
も
有
し
て
い
た

共
進
会
は
全
国
か
ら
も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。
観
覧

料
は
大
人
2
5
銭
、
小
人
1
5
銭
（
参
考
：
当
時
映
画
が
大
人

2
0
銭
）。
入
場
者
は
、
1
3
3
万
1
1
0
人
に
及
ん
だ
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
地
図
に
眼
を
転
じ
る
と
、
地
図
の
中
央
部
に
位
置
し
て
い

る
の
が
、
共
進
会
の
第
一
会
場
で
約
3
万
坪
あ
り
ま
し
た
。
第

二
会
場
は
、
当
時
の
県
庁
の
隣
（
現
在
の
白
川
公
園
、
熊
本

北
警
察
署
付
近
）に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、地
図
中
の
赤
い
線
は
、

三
大
事
業
の
一
つ
で
あ
る
市
電
の
路
線
図
で
す
。
現
在
の
市

電
の
路
線
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
熊
本
市
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
三
大
事
業
が
完
成
し
た
こ
と

に
よ
り
、
熊
本
市
の
都
市
計
画
が
こ
の
後
、
さ
ら
に
進
展
を

み
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
正
1
4
年
は
、

熊
本
市
に
と
っ
て
近
代
都
市
へ
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

【
参
考
文
献
】

『
新
熊
本
市
史
』
史
料
編
第
7
巻
、
1
9
9
9
年
。

熊
本
市
三
大
事
業
記
念
国
産
共
進
会
熊
本
県
協
賛
会
『
熊
本
縣
案
内
』
1
9
2
5
年
。

（
研
究
員
　
松
永
　
歩
）

熊
本
市
都
市
政
策
研
究
所 熊
本
市
都
市
政
策
研
究
所

検
索

熊
本
市
都
市
政
策
研
究
所
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
 第
2
号

2
0
1
3
年
（
平
成
2
5
年
）
9
月

【
編
集
・
発
行
】

〒
8
6
0
-8
6
0
1
　
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
1
-1
　
熊
本
市
役
所
本
庁
舎
1
3
階
　
☎
0
9
6
-3
2
8
-2
7
8
4

　
　
E
-m
a
il:
to
sh
is
e
is
a
ku
ke
n
ky
u
sh
o
@
c
ity
.k
u
m
a
m
o
to
.lg
.jp
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

熊
本
市
都
市
政
策
研
究
所
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
 第
2
号

　
今
回
は
、
住
民
や
地
域
団
体
、
企
業
な
ど
も
含
め
た
「
市
民
」
が
、
い
ろ
ん
な
知
恵
と
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
目
指
す
た
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し
た
市
民

と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
熊
本
県
立
大
学
教
授
　
明
石
　
照
久
さ
ん
に
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
：
1
0
月
1
1
日
（
金
)午
後
3
時
～
（
2
時
間
程
度
）

場
所
：
熊
本
市
役
所
本
庁
舎
1
4
階
大
ホ
ー
ル

演
題
：「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
～
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
知
ろ
う
～

講
師
：
明
石
　
照
久
さ
ん
（
熊
本
県
立
大
学
教
授
）

定
員
：
2
0
0
名
（
先
着
順
、
参
加
費
無
料
）

※
申
込
み
は
ひ
ご
ま
る
コ
ー
ル
ま
で
（
0
9
6
-3
3
4
-1
5
0
0
）　
（
h
ig
o
m
a
ru
-c
a
ll.
jp
）

熊
本
市
三
大
事
業
記
念
共
進
会
案
内
地
図
添
付
『
熊
本
市
街
地
図
』（
個
人
蔵
）

�����

� ������� �����



　
第
2
号
よ
り
、
各
研
究
員
が
研
究
活
動
の
中
で
発
見
し
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
す
る
研
究
コ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
第
1

回
目
と
な
る
今
回
は
、
熊
本
市
西
区
河
内
町
が
発
祥
で
、
果

肉
が
や
わ
ら
か
く
と
て
も
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
『
河
内
晩
柑
』
に
つ

い
て
、
新
種
発
見
か
ら
、
広
く
栽
培
さ
れ
る
た
め
に
使
用
さ

れ
た
接
ぎ
木
手
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
9
年
8
月
末
ご
ろ
、
あ
る
地
元
住
民
が
河
内
村
（
現
在

は
熊
本
市
西
区
河
内
町
）
の
商
店
で
販
売
さ
れ
て
い
た
夏
橙

（
夏
み
か
ん
）
の
中
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
果
実
を
見
つ
け

ま
し
た
。
果
肉
が
黄
白
色
の
柔
軟
多
汁
で
特
別
美
味
で
あ
っ

た
た
め
、
当
時
河
内
村
に
設
置
さ
れ
て
い
た
熊
本
県
立
果
樹

試
験
場
へ
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
職
員
の
田
島
十
良
氏
（
の
ち

第
2
代
場
長
）
も
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
果
実
で
あ
っ
た
た

め
、
出
荷
元
の
河
内
村
中
川
内
地
区
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
果
実
の
原
木
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
原
木
所
有
者
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
こ
の
原
木

は
明
治
1
4
年
ご
ろ
に
は
幹
の
直
径
が
7
㎝
程
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
西
南
戦
争
が
あ
っ
た
明
治
1
0

年
（
1
8
7
7
年
）
以
前
か
ら
自
生
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
昭
和
1
1
年
5
月
に
果
樹
試
験
場
の
田
島
氏
が
、

静
岡
県
興
津
に
設
置
さ
れ
て
い
た
農
林
省
の
園
芸
試
験
場
へ

品
種
の
鑑
定
を
依
頼
し
た
結
果
、
間
違
い
な
く
晩
熟
種
の
新

種
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
名
前
は
河
内
村
発
見
に
ち

な
み
、『
河
内
晩
柑
』
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
『
河
内
晩
柑
』
を
広
め
る
た
め
に
、
果
樹
試
験
場
で
接

ぎ
木
に
よ
る
増
産
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
そ
の
際「
芽
接
ぎ
」

と
い
う
手
法
を
熊
本
県
内
で
初
め
て
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の

手
法
は
明
治
維
新
後
、
外
国
か
ら
果
樹
品
種
を
輸
入
し
た
際

に
技
術
が
伝
播
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
熊
本
県
内
で
は
「
切

接
」が
主
体
で
、「
芽
接
ぎ
」を
知
る
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
芽

接
ぎ
」
の
利
点
と
し
て
は
、
方
法
が
簡
単
で
失
敗
し
て
も
翌
年

に
「
切
接
」
が
可
能
、
熟
練
す
れ
ば
「
切
接
」
の
2
倍
の
接
木
が

で
き
る
と
、
田
島
氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　「
芽
接
ぎ
」
を
行
っ
た
結
果
、
5
0
本
中
4
9
本
が
苗
木
と
し

て
育
ち
ま
し
た
。
苗
木
は
、
熊
本
県
内
の
生
産
者
だ
け
で
な
く
、

九
州
各
県
の
試
験
場
に
も
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た「
芽
接
ぎ
」

の
手
法
は
、
河
内
村
の
み
か
ん
生
産
者
も
活
用
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
河
内
に
は
『
河
内
晩
柑
』
と
、
新
し
い
接
ぎ
木

技
術
「
芽
接
ぎ
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
努
力
の
結
果
、
現
在
で
は
熊
本
県
に
お
け
る

『
河
内
晩
柑
』の
年
間
収
穫
量
が
、2
,5
2
8
ｔ（
2
0
0
8
年
）と
な
っ

て
お
り
、
熊
本
県
は
全
国
第
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
農
林

水
産
省
調
査
）

　『
河
内
晩
柑
』は
、ビ
タ
ミ
ン
C
を
豊
富
に
含
み
、低
カ
ロ
リ
ー

な
果
物
で
す
。
ま
た
、
果
皮
に
は
発
が
ん
抑
制
作
用
の
あ
る

「
オ
ー
ラ
プ
テ
ン
」
が
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
4
倍
近
く
含

ま
れ
て
い
る
と
の
研
究
成
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

   （
研
究
員
　
堀
　
満
）

熊
本
市
都
市
政
策
研
究
所
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
 第
2
号

■
第
3
回
講
演
会

　
　
 期
日
　
平
成
2
5
年
5
月
1
0
日

　
　
 場
所
　
熊
本
市
役
所
本
庁
舎
1
4
階
ホ
ー
ル
　

　
「
日
本
農
業
の
活
路
を
探
る
」

講
師
：
生
源
寺
　
眞
一
氏
　
　

（
名
古
屋
大
学
農
学
部
教
授
）　
　

　
過
去
半
世
紀
の
日
本
の
食
と
農
を
振
り
返
る
と
、
自
給
率

の
低
下
が
顕
著
で
あ
る
。
昭
和
時
代
は
、
食
生
活
の
変
化
が

原
因
で
あ
っ
た
が
、
平
成
時
代
は
農
業
そ
の
も
の
の
縮
小
が

自
給
率
低
下
を
生
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
農
家
の
多
数
を
占

め
る
稲
作
の
規
模
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
他
方
、
酪
農
･畜

産
･園
芸
等
の
集
約
的
な
部
門
は
成
長
し
て
い
る
。
ま
た
食

品
産
業
が
大
き
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
日
本
の
農
政
は
、
過
去
2
0
年
の
間
、
迷
走
状
態
に
陥
っ
た
。

政
策
を
変
え
る
場
合
は
、
基
本
法
か
ら
き
ち
ん
と
変
え
る
べ

き
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
基
本
法
、
基
本
方
針
、
行
動
計
画

の
三
重
基
準
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
農
政
は
、
若
い
人
を

支
え
る
と
と
も
に
消
費
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
日
本
農
業
の
活
路
を
探
る
上
で
、
重
要
な
の
は
ま
ず
水
田

農
業
の
立
て
直
し
で
あ
る
。
水
田
農
業
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
地
域

共
同
の
営
み
の
二
階
建
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
地
域
の

知
恵
を
ど
う
活
用
す
る
か
は
、
似
た
状
況
に
あ
る
ア
ジ
ア
諸

国
等
に
と
っ
て
も
教
訓
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
農
家
は

「
経
営
の
厚
み
を
増
す
」
こ
と
が
大
切
だ
。
家
族
経
営
だ
け
で

な
く
、
法
人
化
も
視
野
に
い
れ
、
食
品
産
業
と
結
び
つ
い
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
農
業
と
食
の
産
業
の
連
携
を
つ

く
り
出
す
こ
と
で
、
雇
用
の
機
会
も
創
出
で
き
る
。

　
何
よ
り
も
農
業
は
生
命
産
業
で
あ
る
。
日
本
の
農
業
は
消

費
者
と
の
距
離
が
近
い
点
が
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
こ
の
日

本
農
業
の
強
み
を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
。

■
第
4
回
講
演
会

　
　
 期
日
　
平
成
2
5
年
7
月
2
日

　
　
 場
所
　
熊
本
国
際
交
流
会
館
7
階
ホ
ー
ル
　

　
「
都
市
づ
く
り
と
流
域
環
境
思
考
」

講
師
：
涌
井
　
雅
之
氏
  　

（
東
京
都
市
大
学
教
授
・
造
園
家
）

　
　

　
日
本
列
島
は
、
自
然
、
と
く
に
水
網
の
恵
み
と
同
時
に
、

そ
の
脅
威
も
多
い
国
土
で
あ
る
。
い
か
に
水
を
制
す
る
の
か

が
、
歴
史
的
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
ま
た
水
運
を
利

用
し
た
商
業
･流
通
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
一
般
に
水
網
は

都
市
の
文
明
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
西
洋
の
都
市
と
日

本
の
違
い
は
、
前
者
が
｢管
理
者
｣の
観
点
か
ら
自
然
を
制
御

し
て
き
た
の
に
対
し
、
日
本
の
都
市
は
自
然
と
連
携
し
た
循

環
型
・
共
生
型
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

　
日
本
に
は
、
自
然
と
共
生
す
る
中
で
、
人
が
自
然
の
恵
み

を
最
大
化
し
、
自
然
災
害
を
最
小
化
す
る
「
克
災
」
と
も
呼
べ

る
知
恵
が
備
わ
っ
て
い
た
。
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
災
害

は
、
こ
の
自
然
思
想
の
中
に
文
明
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
い
く
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
庭
園
文
化
は
、
日
本
人
と
水
の
関
わ
り
を
示
す
よ

い
例
で
あ
る
。
敗
戦
に
よ
り
、
日
本
人
は
水
と
緑
に
あ
ふ
れ

た
都
市
づ
く
り
の
伝
統
を
失
い
か
け
た
が
、
発
想
を
再
度
見

直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
水
系
は
、
陸
域
と
水
域
の
両
生
態
系

が
重
な
り
合
う
地
域
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
水
系
・

流
域
界
を
中
心
に
し
た
都
市
計
画
・
国
土
管
理
が
必
須
で
あ

る
。
ま
た
緑
は
、
人
、
社
会
、
都
市
と
田
園
を
つ
な
ぐ
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
。

　
人
間
に
は
、
場
所
愛
と
生
物
愛
と
も
呼
べ
る
自
然
に
対
す

る
共
感
が
備
わ
っ
て
お
り
、
自
然
に
対
す
る
共
感
こ
そ
が
人

類
を
安
定
さ
せ
る
。
水
と
緑
を
ツ
ー
ル
に
、｢
い
な
し
｣の
力

を
も
っ
た
、
す
な
わ
ち
回
復
力
の
あ
る
都
市
こ
そ
、
真
に
豊

か
な
都
市
で
あ
り
、
今
後
は
そ
の
よ
う
な
都
市
づ
く
り
を
目

指
す
べ
き
だ
。

　
都
市
政
策
研
究
所
で
は
、
産
業
連
関
分
析
の
第
一
人
者
で
あ
る
清
水
雅
彦
教
授
を
お
招
き
す
る
第
5
回
講
演
会
に
先
立
ち
、
そ
の

内
容
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
、
平
成
2
5
年
7
月
と
8
月
の
2
回
に
わ
た
っ
て
、
産
業
連
関
表
に
関
す
る
庁
内
事
前
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
産
業
連
関
表
と
は
、
産
業
構
造
に
お
け
る
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
一
目
で
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
統
計
表
で
す
。
一
般
的

に
は
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
大
規
模
な
設
備
投
資
に
と
も
な
う
経
済
波
及
効
果
を
計
算
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
が
、
様
々
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
こ
と
で
、
政
策
を
策
定
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
有
効
で
す
。

　
産
業
連
関
表
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
根
拠
と
し
た
確
実
性
の
高
い
政
策
の
策
定
と
政
策
評
価
が
可
能

と
な
る
こ
と
か
ら
、
2
回
の
研
修
会
に
延
べ
9
0
名
の
出
席
が
あ
り
、
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
、
公
益
財
団
法
人
地
方
経
済
総
合
研
究
所
調
査
二
部
長
の
小
田

正
氏
は
、産
業
連
関
表
を「
の
こ
」や
「
か
ん
な
」の
よ
う
に
使
い
こ
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、今
後
、

熊
本
市
が
直
面
す
る
と
考
え
ら
れ
る
社
会
経
済
の
構
造
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
こ
と
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
の
政
令
指
定
都
市
に
お
い
て
は
、
す
で
に
産
業
連
関
表
を
活
用
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る

中
、
熊
本
市
で
も
産
業
連
関
表
の
作
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
産
業
連
関
表

を
使
い
こ
な
し
、効
果
的
な
政
策
を
策
定
・
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

田
島
十
良
回
顧
録
『
熊
本
の
果
樹
』 
1
9
7
3
年
。

『
戦
後
農
業
技
術
発
達
史
』
第
5
巻
 果
樹
編
、

1
9
6
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